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離れ折紙

遺品整理のお礼に
もらった、割れたア
ールヌーヴォーのレ
リーフ。思わぬ高値
がついたために、修
理してもっと儲けよう
と欲を出し…。騙し
あいの骨董の世界
を描く連作ミステリ。

紙コップのオリオン

中二の橘論里は、学
校の創立記念行事の
キャンドルナイトで、
校庭に冬の星座を描
くことになった。この
灯は家出中の母さん
にも届くのだろうか？

市川 朔久子／作 講談社

10月  6日㈰   陵南の森図書館 14：00

10月  9日㈬   東部図書館       10：30

10月12日㈯   羽曳が丘図書館 15：00

10月13日㈰   陵南の森図書館 14：00

10月19日㈯   古市図書館       15：00

10月20日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 

                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

10月26日㈯   丹比図書館       10：30

10月26日㈯   羽曳が丘図書館 15：00

10月27日㈰   陵南の森図書館 14：00

10月6日㈰、13日㈰、20日㈰、27日㈰

　　            中央図書館       13:30

黒川 博行／著 文藝春秋

森のゆうびんきょく 「ちびっこサロン」
場所　森の郵便局（市役所南玄関横）
日時　10月9日㈬10：30～11：10
内容　おはなし・手遊び・おりがみなど

紫の結び １

「源氏物語は、現代語
訳より原文のほうがス
ピード感があっておも
しろい」という著者が
再構築した、紫の上
を軸にした新訳・源
氏物語の第１巻です。

荻原 規子／著 理論社

陵南の森図書館 「３０周年記念行事」
11月6日㈬14：00 大人のおはなし会

11月10日㈰
・10：00 記念講演会（講師・吉村尭氏）
・14：00 赤ちゃんのためのおはなし会
・15：00 おはなし会
※会場はいずれも陵南の森総合センター

前前略略   　  　息息子子 へ へ
　　
　　早早いものでいもので三三人人 兄兄 弟弟のの二二男男のの君君

のの姿姿がが見見えなくなってえなくなって半半年年がが過過ぎまぎま

した。あんなにした。あんなに寒寒かったおかったお別別れのれの日日

にに比比べてまだまだべてまだまだ暑暑いい日日がが続続いていいてい

ます。おます。お父父さんはさんは暑暑さがさが苦苦手手だっただった

君君のことをのことを思思いい少少しし心心配配しています。しています。

大大丈丈夫夫ですか。ですか。

　13　13年年前前にに君君はは脳脳にに重重いい障障がいをがいを

もってもって産産まれてきました。まだまれてきました。まだ小小ささ

かったからかったから覚覚えていないだろうけど、えていないだろうけど、

君君のの大大好好きなおきなお母母さんはさんは君君にに障障がいがい

があるとがあると判判ったとき、ったとき、自自分分をを責責めてめて

泣泣いていました。でも、いていました。でも、君君とと一一緒緒にに

「「障障がい」と「がい」と「病病気気」に」に真真摯摯にに向向きき合合

っていくっていく中中で、で、君君がよくがよく知知っているっている

強強くてやさしいおくてやさしいお母母さんになっていさんになってい

きました。ありがとう。きました。ありがとう。

　　家家族族みんなでみんなで外外出出したときに、バしたときに、バ

ギーにギーに寝寝そべったままのそべったままの君君をを見見て、て、

不不思議思議そうにそうに眺眺めるめる子子どもやどもや大大人人たちたち

をを前前にしても、にしても、君君のの兄兄とと弟弟はおはお父父さんさん

おお母母さんのさんの心心配配をよそをよそ眼眼に、に、素素知知らぬらぬ

顔顔をしてをして大大人人をやりをやり過過ごしていました。ごしていました。

君君のおかげでたくましくやさしいのおかげでたくましくやさしい兄兄弟弟

になれそうです。ありがとう。ただ、になれそうです。ありがとう。ただ、

君君がいないとまだまだがいないとまだまだ心心配配なふたりでなふたりで

すが・・・すが・・・。。

　もちろん「　もちろん「障障がい」や「がい」や「病病気気」はな」はな

いほうがいほうが良良かったにかったに決決まっているけまっているけ

ど、ど、今今もも君君のことをのことを訪訪ねてくれるねてくれる多多くく

のの人人たちをたちを見見て、て、君君がが闘闘ってきたってきた生生きき

方方は、は、多多くのくの人人のの心心をを動動かしていたのかしていたの

だとだと改改めてめて感感じています。じています。

　　歩歩くことも、くことも、話話すこともできなかっすこともできなかっ

たけれど、たけれど、君君をを支支えていたみんなが、えていたみんなが、

実実はは君君のの生生きき方方にに支支えられていたのかえられていたのか

もしれません。もしれません。結結局局、、人人はは誰誰かにかに支支ええ

られていないとられていないと生生きていけないきていけない弱弱いもいも

のだということがよくわかりました。のだということがよくわかりました。

　そして、　そして、何何かができるからかができるから偉偉いのいの

ではなく、ではなく、与与えられたえられた命命をを守守り、り、自自

分分なりのなりの人人生生をを精精いっぱいいっぱい生生きき抜抜くく

ことがとてもことがとても大大事事だということをだということを君君

にに教教えてもらいました。ありがとう。えてもらいました。ありがとう。

　この　この手手紙紙はは君君にとって、おにとって、お父父さんさん

からから送送るる初初めてのめての手手紙紙ですが、ですが、必必ずず

またまた手手紙紙をを書書きます。きます。

　たった13　たった13年年間間というという短短いい時時間間でしでし

たが、たが、君君にはには語語りつくせないほどのりつくせないほどの

感感謝謝でいっぱいです。でいっぱいです。

　　本本当当に、に、本本当当にありがとう。にありがとう。

草草  々々

平平成成2525年年盛盛夏夏　　　　　　　　　　　　
父父よりより
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